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教育実習（幼稚園Ⅰ）科 目 名
クラス分け担当形態

通年開講時期実習１単位単 位 数
授業形態

「幼稚園教育要領解説」フレーベル館
「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」フレーベル館
「保育用語辞典」ミネルヴァ書房

テキスト

講義概要
■到達目標
　入学直後からの子どもとかかわる体験、実習を通して、以下の点について、幼稚園における保育の実態を知るとともに子どもの
成長を知る。
　その体験を記録にまとめ、グループの実習を共に行う仲間とともに振り返りを行うことで自身の体験を省察する。
＜子ども理解＞
・幼稚園においてはじめて子どもとかかわり、子どもとかかわる喜びを感じ、子どもの姿からその特徴などを知る。また、１年を
通じてどのような生活をし、どう成長を遂げるのかを知る。
＜職務の理解＞
・保育者が子どもとかかわる姿を観察し、その基となる保育観や環境構成・意図などを理解する。
・保育時間外の保育者の仕事に目を向け、職務の内容を知る。
＜園の理解＞
・幼稚園における生活や遊び、保育者の援助など幼稚園教育の実際を知る。また、保護者支援など、様々な支援の実際に触れる。
＜保育の過程の理解＞
・生活や遊び、活動を通して、保育の内容に関心を持ちその意味を考える。また、そのような体験を保証するために保育者が願い
と教育的な意図をもって構成する環境について知る。　
・保育の過程を理解し、仲間とともに部分的な場面について保育の計画の立案、実践、自己評価、改善を行う。
＜自己課題＞
・実習を通して自己の良さや課題、価値観などに気づく。

■授業の概要
　本実習は、入学後すぐにはじまる子どもたちとのかかわりを基に、６月から１２月頃まで行います。長期間にわたり同一園で体験
や実習をさせていただくことで、子どもや保育者と生活を共にし、保育に参加しながら保育に関する様々なことを学びます。まず
は「子どもが好き」「子どもとかかわって楽しい」という思いを大切にしながら、次第に子どもを理解することの難しさや保育の世
界の奥深さに気づいていきます。そうした保育の魅力や理解のためには、長期的なかかわりや綿密な振り返りが不可欠です。実習
後に記す実習記録は、そのためのテキストとなるとともに、各自の実習課題を明確にするために必要となります。

■実習の計画
実習の準備１　４・５月　保育の体験（半日）
実習の準備２　６月　　　実習園でのオリエンテーション
実習１　　　　７月　　　参加実習（終日）
実習２　　　　８月　　　参加実習（終日）
実習３　　　　１０月　　　参加実習（終日）
実習４　　　　１１月　 　 参加実習（終日）
実習５　　　　１１月　　  参加実習・部分実習（終日）
実習６　　　　１２月　 　 参加実習（終日）

■評価方法
既定の実習への取り組みやレポートの提出は必須です。実習の事前準備や事後学習の成果も含めて評価します。
・実習の準備や振り返りの状況　— ２０％
・実習への取組み状況　— ４０％
・実習記録の状況　— ４０％

・実習を規定時間行うことが必要となりますが、規定時間を満た
したとしても、実習の状況等により、単位の修得ができない場合
があります。
・単位を修得出来ない場合、次年度教育実習（幼稚園㈼）および
教育実習（実習指導）は履修出来ません。
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「幼稚園教育要領」文部科学省
「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」内閣府
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